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s昭和 52・53年度幹事選挙について

幹事選挙が別紙の嬰鎖で行われることKなった。投票を忘れずK行って下さい。

s第 43図研究会開催について

木本哲夫世話人のもとで行われるが.シンポジウムのテーマおよび宿泊Kついて.世話人から

の別項〈色頁〉のような通知があった。

s幹事会および総会議事録

昭和 51年 11月 11日.UIノ上ホテル(お茶の水)で幹事会が開かれ，下記の案件Kついて肘

論が行われ.翌日の総会にそれらの議題が縮られ承認された。

幹事会の出席者は.丸野内.湊.二階堂，加納.難波，山田会計担当，梅田会員通信，乾ピプ

リオグラフ 4ー担当，高野世話人，木本次回世話人であった。

1.新入会員，および賛助会員の紹介と入会の承認(別表参考〉

現在.学会へ入会を申し込んでも，入会申し込み者は次の学会総会て・の入会承認後でないと

学会からの情報が得られないという点を次のよう K事務処理して改脅することにした。すなわ

ち， 1)入会申込帯を学会開iiH前ltC(少くとも 1ク月前〉幹事長が集める。 2)入会申込者の

名簿を幹事畏がっくり， 3)その名簿を次回の学会世話人，学会事務世話人の東大築学部山田

正篤氏のところに送り，入会申し込み者K学会プログラム，および学会通信などの情報を送る。

2.幹事改選の件

東部の丸野内，佐藤，西部の二階堂，難波の各幹事が改選される。次の会員通信K投票用紙

を同封するので昭和 52年 2月 28日まで忙投泉を終る。

3.ピブリオグラフイーの件

原稿の〆切が 11月 30日なので，至急原稿を送る。

また，パックナンバーのストックが山出正篤氏のところにかなりあるので，希望者Kは千円

で頒布する。

4.次 回の研究会

世話人:川崎医丸木本哲夫氏

会期:昭和 52年5月 19日(木). 20日(金)

場所:J11崎医科大学，購堂

νンポジウムは組織培養の医学への貢献"というテーマで行いたいe
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5. 次々回の研究会

世話人:東大医科研，勝因甫氏(文賀 難波)

s第 42回研究会を終えて 高野宏一〈日本ロシ品開発本部)

金沢・栃木・福岡と地方色豊かな開催地での研究会の後をうけて，変哲もない東京での研究会

は 11月 12日(金)13日(土) 渋谷の薬学会館を会場K他されました。今回の世話人とし

て終始会場の一隅から会の進行を眺めて感じたあれとれを記して会員諸士への報告と致します。

まず会場について 渋谷駅から徒歩 7-8分ということで使利さだけはと思っていたら案

外解り難いとの声が多い様でした。映写室のモダンなガラス壁が災いしピント凋節が鋭どさを

欠払終りに近くなって双眼鏡使用を思いつくなど例とも無人的でした。休憩室が4階展示場

が 11塘じ会場の上下K分れた事もやむをえずとは官え不{史でした。

研究会の運営Kついて 同一グループKよる演題は原則として 1つK限るとか.世話人の

演題は第 1日トップK行うのが習慣といった基本的条件が乱れたのはすべて世借入の不手際で

す前著書加費・懇親会費の大巾アップは東京渋谷の昨今としては仕方がないと御了承願う他あ

りません。

会の雰囲気 余り万全とは雷えない会場のたたずまい1:，.奉加者数は会員 88非会員 86

針 174と.残念ながらとふ数回をや L下廻わる織です。しかし，多加者の熱意はなかなかのも

のであったと思います。 2日目の奉加者が 1日目より多い位の感じだったのは，土附日のせい

というよりは日目 K来てこりた人よりとりなかった人の方が上まわったと解釈してよいの

ではないでしょうか。 1日目で榎所礎所で雰囲気を盛り上げた.大オジ"の叱砲が2日目fl刷、

れなかったのは残念でした。 r村経筋細胞をめぐってJのシンポジウムは会場の熱気K押され

て定刻を 30分延長せざるをえませんでした。企画から連絡迄大変お世話Kなった中沢兄K厚

く御礼申し上げます。

最後Kこの紙面をかりて， との会の盛り上り K貢献されたE延長・演者・穆加者側一同K感謝

して銃をおきますo

s寿限無細胞

一組織地盤と言葉一 松村外志張(東大医科研・錨細胞〉

60年を越える組織培養法の発展の歴史のなかで，培養細胞の活動， 状況を自己述する沢山の

言葉が定義されて来た。生物学を出発点~，医学，工学，虫学へと応用面の拡大しているこの

新しい世界は， しかし 事実の発見K言葉が追いつかなくて.若干失穏症に掘っているよう K

思われる。

小生の関係している分野K於ても， f国体を対象として用いて来た言葉を布術して，培養細胞

を対象K用いていることが多い。培盤細胞の悪性化.老化，あるいは正常細胞といった言葉坊主

用いる人Kよっていかに多微な意味をこめて語られているかを繰返えす必援はあるまい。結呆

は.地盤研究者が意凶しないりtc，なんだか人をわかったような気Kさせてしまったり，人を

欺いたりする危険を生じること与なる。培護細胞についての緒概念と，個体細胞についての諸
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概念を明確に対比するとと治主将米の発展の基礎となると kが期待される。このような対比は，

形態学と生化学の陶Kしばしば意識されて来たことは周知である。バレードの頼粧とリポソー

ム， トロポコラーグンと可搭性ロラーグンなどの例を持ち出すまでもない。

まあこのような生みの苦しみを味わっているのは日本の研究者だけでない。英米の研究者も.

酷評K価する言葉Kとり囲まれて L、る。そのような状況で，日本組織培養学会K用語委員会が

設けられた〈ことがある?)ということは全く索開しいことである。そこでない知恵をしぼっ

ていくつかの用語を提架したい。失笑された話君! さらK適した用語を提渠していた Xきた

も、。

〈培養 内〉 潟限無細胞:集団として分裂増殖K限界が認められない細胞をいう o 分裂

増殖K限界を有する個々の細胞を含みうる。

〈培養内〉 潟限有細胞:集団として分裂増殖K限界〈又は一旦停止)が認められる細

胞をいう。

〈地袋内) 分製令:培盛内で達成された細胞分裂の集積値〈分裂 1令・・・分裂 50

令など)

(培養内} 分裂加令:分裂令の地加してL、く過程。

〈培 養 内 } 生存令:培盛内で遥成された生存期陶(生存日令.生存月令・・・など}

〈培養内} 生存加令:生存令の増加していく過程

(培養内) 加令:分裂加令と生存加令の両方又は一方。

(培接内} 増殖正常:似体の正常組織由来細胞が培養初期K示す地殖上の特長を持ち

あわせている地盤細胞。線維芽細胞Kついていえば.細胞越度Kよる鴻殖

阻止が顕若である;浮遊培養で嶋勉しない;などの特長をいう。

〈培養 内) 増嫡呉常:上記のような増殖正常の特長を 1つまたはそれ以上欠くものを

いう。

舟限無変換 :舟隙有細胞から潟限無細胞への変娘。逆の変換，すなわち売限有変挽(均

限無細胞から海限有細胞への変貌}も考えうるが，報告されたことがない。

増殖呉常変換:増嫡正常細胞から増描呉常細胞への変浪。逆の変1免すなわち増殖正常変

換(増地呉常創111抱から増殖正常細胞への変換)も存在する。

突は，先日i湯田甫班の班会議K発言の機会をいた xき(.毎回班員が会員通信係とも知らず J

つい言葉K闘って蒋限無細胞などと口走ったところ，かくのごとく責任を取らされている次第

である。以上用語姿員会の御毎考まで。

~ The Beatson Institute for Cancer Research 
野瀬清( ) 

この研究所はRoya1 Bea taon協 morialHospi talの臨床検査部門から出発しt 1966年独立

の研究所となりました。組織培養のテキストでも有名な Dr.John Paulがこれまで 10年陶所長

として活制され Sc:otlandではIIft-の掛研究所として.また.逃伝子発現の分子生物学的研究
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の中心として世界的陀有名です。元来Glsogow市の中心Kあったのですれ今年郊外K新し

い建物語涜成して全面的K移転しました。新研究所の周囲は牧場や林で，野生のウサギやリス

が時々見かけられます。

スタッフは所長以下 doctorが 12名 lechnlclan28名，その他約 30名で，比較的小規模

な研究所です治らいくつかの研究グループが互い陀共通の材料，技術を使って有機的K統合さ

れているのがユニークな点だと思います。研究が個人単位でなくテームプレーになっているの

で，試薬，情報などのロス語りPないわけです。

研究所での組織培養を用いた研究の主なものは以下の 3つ托分けられます。

① 人癌細胞の培繋: との研究の目的は，癌患者からの楠組織の初代培養に制癌剤を加え，

効果の高い薬剤を化学療法K用いようというものです。現在までlI(glioma， aot.rOcytoma， 

pitaitary tumOr などを培養し柴剤感受性のスタリーエング法，少数細胞からのクローエン

グ法など基礎実験を行なっています。しかし培養された細胞が本当lI(r樋細胞Jかどうかの

検討がまだやられてなく，この点陀関しては日本の方が多少進歩しているようです。

②造血細胞の分化 FriendJ eukemla細胞がDMSO処理Kよりグロビンを合成するよう分

化するという Friendの発見以来，この細胞は分化の分子生物学的研究忙広く用いられるよう

Kなりました。この研究所ではグロピy遺伝子発現の機構を，変異株の|旬の細胞融合を用い

た細胞遺伝学的研究，およびグロビンmRNAtc対する cOrnplementaryDNAを用いた解折K

より明らかにしようとしています。 Friend細胞の培養は極めて簡単で特陀問題はありません

坊主大量に材料が欲しい場合r 4 LのSpinnerculture Kよって 4日で 10'10個の細胞が得

られるのが畏所です。

③遺伝病の分子生物学的研究: 遺伝病のー稲のThalaoBBomiaは，グロビンのF又は r-

chainが欠損していますれとれは患者DNAにこの蛋白質の遺伝子自体が欠損していること

がこの研究所と LondonのMRC研究所との共同研究陀より明らかKされました。遺伝病は現

在治療不可能です地元最近の「遺伝子外科Jの進歩Kより治療できるよう Kなるかも知れま

せん。最近ウサギのグロビン遺伝子がmRNAから reveroe tranocriptaoe lI(よって合成され.

これを re目trictlonenzymeとDNA llgaoe Kよって大腸歯の plasmld DNA K組込ませる

ことが米国で成功していますので，同様の技術を使い遺伝子欠損の細胞に欠損している DNA

を導入してやれば良いわけです-。しかし，この種の研究は blohazardの問題があり，英国では

晴乳動物の遺伝子を使うの弘法倖で禁止されているため，との研究所では両儀類細胞から

特異的遺伝子を単離する試みがされています。

以上Beatoonlnotltuteの概略を御紹介しましたが，スタヲフのほとんどは毎日午前・午後

の2回の teatl meをとり，夕方 5時托は帰宅土，日明は休みと実托ノンピリしたベースで

仕事しています。それでも成果は十分上っているので，いかに能率良〈仕事するかが大切な問

題だと痛感しました。
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s組織培養実験の安全に関するスライド・カセット

松村外志強〈東大・医科研・癌細胞}

米国NIH制作の次のようなスライド・カセットを鰐入しました。興味ある会員Kは無料で貸

出します。

1 • Effective use of the laminar flow biological aahty cablnet 

2. Certificatiar of class II (Iaminar-flow) biological aafety cablnets 

3. Formaldehyde decontaminatlon Of laminar flow biological safety cabinets 

4. Hazard cOntrol in the animal laboratory 

s ピブリオグラフイーのバックナンバー雌布について

1956年K第 1冊が出てから日本組織培盤学会のピプリオグラフ 4ーは 1974年度版まです

で~ 19冊出ております。総会のj掃で紹介したとおり.各年度のピプリオグラフィーの残部治主

多少ありますので.下記K申込んでいたxければ申込み順tcl冊 1，000円〈送料こみ〉でお

わけ致します。

〒 113 東京都文京区本郷 7-3-1

東京大学薬学部

山 田正 篤

s言ト 報

長らく本学会で活制されておられた京都大学理学部!IiIJ物字教室発生研の萩原淳嘉氏がこの

八月末Kお亡くなり Kなりました。趨んで哀悼の意を表します。

また合成培地 199などで有名な Morgan の死去が7メリカ組織培義学会のNewsLeUer 

k記されていました。 1原文のまふ転載させていた Xきました。

JOSEPH FRANC I S MORGAN 

1918 - 1976 

It 18 with regret that we report the deatb on 2脚hy1976 of Or .Joseph F .Morgan. A 

quiet man and a productive investigator with a real sense of vision， he was One of 

the early workers who ini tiated the search lor a syothetic ti ssue cul ture medium. 

He is survived by his wifo Martha and bis children， Paul， Kathy， Darry， James. 

ぬ 11and Wanda. Joe was President of the Tissue Culture AsaOciation In 1962 and 

participated actlvely in tho early tlssue culture cOurses. 

s ポストドクトラルフエローの機会

松村外志強(東大・医科研・掛細胞}

米国NIHのがストドクトラルフ z ローを受け入れたいという Or.J. Schl0mから若い研究者

への伝言をお伝えします。

受け入れさき Or.J. Schlom， Head Tumor Virua Detection Section ，Viral Oncology 

Area. Oivlsion of CancerCanse and PreventionNCI ，NIH.Dethesda ，Md. 20014. 
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応募資格: 同士号所有者で 3名の人から推薦を得る。梓しくは履臆容を本人K送って連

絡を取られたも、。

この研究室では噛歯類から霊畏類までの哨乳類組織培養制!胞を用いて.主K癌ク 4ルス学の

分野での研究を行っている。業績目録をあずかっているので，必要な方Kはコピーを差上げるo

s編集後記

昭和 51年度冬号は予定よりおくれてしまいよいお年を"と・昏くべき所前 嶋本年もよ

ろしく"としなくてはならなくなる頃にお手元KおとどけすることKなりました。

28， 29， 30号とふり返ってみると，通常の情報の外tc，世話人の研究会開催の後日談，諸

外国の研究室の紹介，求人.tc加えて培地の作成上の問題点，培韓関係用語についての提案な

どがありました。これらの中Kは一方通行の話しではなく，対話しなければならない話しもあ

ると思います。そんなこと Kも会員通信は利用されていったらと思います。

多忙の中で原稿を執鈍いた Xνた高野，松村，野瀬の誠氏忙感謝いたします。(s ) 
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s新 入 .o. 
ココE 員 名 簿

昭和 51年 11月

ー 一 一

所属機関 同住所・電 E吉 氏 名 専門分野

防衛庁航空医学 立川市栄町 1-2-10 半田康延 制l抱生理

実 験 隊 (0425)24-.1131(1内)243 航空医学

東海大学医学部 神奈川県伊勢原市盟昼台半259-11 兵頭昌雄 分子生物学

分子生物学教室 (0463) 93-1121(1内)2069

農林省家事衛生試験場 東京都小平市上水本町 1500

生物物理研究室 ウイルス学

細胞生物学
. 

鹿児島大・医・附属 鹿児島市字宿町 1208ー1 松元 突 内科学

臨場研究施設 (脳傷学・血液学}

横浜市立大・医 横浜市陶区浦舟町 2-33 T 232 宮沢字彦 細胞生物学

組織培接室 (045) 261-1757 

横浜市立大・医 横浜市陶区浦舟町"2-33 T232 越智崇文 細胞生物学

組織培養室 (045) 261-1757 

東大・薬学部 東京都文京区本郷 7-3-1 斎 藤 洋 薬学

薬品作用学教室 薬理学

国立遺伝学研究所 静岡県三島市谷出 1111 横井山晶子 生物細胞学

変 異遺伝部 (0559) 75-0771 

s新 入賛 助 .o. 
~ 員

昭和 51年 11月

貸助 会員 同住所・ tlt 話 連絡者

持田製茶 K ， K 

生物技術研究所

東京都北区神谷 1-1 -1 

(03)913-6261 

小川信久

(取締役生物技術研究所長}
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s 日本組織培養学会第 43図研究会開催〈予報〉

世話人 :木本哲夫〈川崎医大〉

会 期:昭和 52年 5月 19日〈木)20日〈金〉

場 所:川崎医大講堂

シンポジウム:r組織培養の医学への貢献」

川崎医科大学が創立されて本年で8年目を迎えます。学内も創設期のあわたxしさかちょう

やく脱し，大学での研究にもやっと取り組める時期になってきました。この時期に当り.ヒト

の病気原因，治療，予防などの問題解決のため民組織培養法がどのように利用され成果を

あげてきたか.あるいは，今後.組織培養法をどのように利用し.どのような医学的問題を追

求すべきかなど帽ヒトの病気"を中心托して，第43回研究会のシンポジウムを行いたいと考

えています。なにとぞ.よるしくと協力下さいますようお顕いいたします。〈木本哲夫}

区分 名 称 所在地及び電話番号

ホテル l倉敷アイピースクエア|倉敷市本町 7番 0筋4(差掛局}
2号・0011

倉敷国際ホテル"中央1丁目 22・5141

ビジネス|倉敷ステ-~ヨンホテル" 阿知2丁目 25・2525
ホテル

ヤングイン倉敷"阿知 1丁目 25・8585

旅 館 l旅館

旅館

吉井

くらしき

鶴形

旅館

m 本町 1丁目 22・0730

H 中央 1丁目 24-1635

w 本町 1丁目 22-0118

ホテル l岡山ロイヤルホテル i岡山市絵凶町 0862 (間h局〉
54・0792

岡山プラザホテル"浜 72'・1201

岡山国際ホテル"門田 73・7311

岡山 グランドホテル"船僑町 お-1691

ホテル=ューオカヤマ"駅前 島 -8211

ビジネス l岡山ターミナルホテル" 駅元町 33-3131 
ホテル

岡山ビジ ネスホテル" 南方 22・2224

岡山':::L-;t:fþ-~ンヨンホテル" 駅元町 53-6655 

共済組合|図解) 広顕在
関係l

w 広瀬町 25-3978 

H 門出屋敷 72・2261伶) まきび荘

〈市町村〉 桃花苑 w 駅前 25・0633

〆

宿泊料金

S 4，0ω喝，500
T 6，00かー8，2∞
S 4，ωo 
T 8，500-9，000 
S 2，600-3，200 
T 5，500-6，aOO 
S 2，400 
T4，8∞ 
8，0∞-15，0∞(1人}

初00- (1人〉

6，0∞-10，000 (1人J

S 3，創m
T 7，000 
S 3，000 
T 6，0∞ 
S 4，300-5，000 
T 9，000-10，000 
S 2，500-3，500 
T 6，0∞-7，0∞ 
S 2，800-3，4∞ 
T 5，600-12，∞o 
S 3，5∞-4，5∞ 
T 7，0∞-8，0∞ 
S 3，0∞ 
T 5.，500 
S 3，0∞ 
T 5，000-6，000 
国側川∞〈山

側 jwu∞(2AJa.1:)
1，印O組合員
2，∞0組合員以外
経合員以外22∞1人}

J，9QO(~人}
(.700( 3人〉


